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はじめに

  市民による生態系サービスモニタリングとは

生物多様性とわたしたちの暮らし

　わたしたち人間は、地球上のあらゆる生き物とその生き物
たちが関わって成り立つ環境（生態系）の両方が健全であるか
らこそ、暮らしていくことができます。人が生きていくのに必要
な水、空気、食べ物、薬、服や家を作る材料、これらはみな、生
き物や自然の中から得ているからです。　
　この生き物と生き物が織り成す自然（生態系）から私たちが
受けているさまざまな恵みを「生態系サービス」といいます。

　生態系サービスは、生活の糧となるその土地ならではの自
然からの恵み、自然の中で遊んだ思い出、厳しい自然との攻
防の記憶、自然との関わりの中で培われた季節の行事や祭り
など、地域の文化や暮らしに関わりの深いものです。したがっ
て、生物多様性を守ることは、生き物を守るだけではなく、生
き物や自然と関わりあって成り立つ人の暮らしの豊かさを守
ることでもあります。

市民が五感でとらえる生態系サービス

　では現在、日本の生物多様性や生態系サービスを取り巻
く状況はどうなっているのでしょうか。たとえば、レッドデー
タブックに代表されるように、絶滅のおそれがある生き物に
ついては、国や自治体の施策としても取り組みが行なわれ、
専門家による調査も行なわれています。一方で、わたしたちに
とって「身近な自然」であり、地域の暮らしと関わりの深い生
き物や生態系サービスに関しては、地域ごとに異なることも
あり、全国規模での調査はほとんど行われてきませんでした。

しかし、そこに住む人たちにとっては、日々の暮らしの中で関
わり、無意識のうちにも五感で知っていることなのです。
　そこで、このほど日本自然保護協会では、「市民が五感でと
らえた地域の生物多様性と生態系サービスモニタリング調
査」を実施しました。地域のこと、地域の自然をよく知っている
のは、やはりそこに住む人であり、過去の体験や記憶を思い起
こすことで、過去から現在の変化も知ることができるからで
す。そして、それは未来へのモニタリングにつながります。

生物多様性・生態系サービス・保全活動を調べました

　「生物多様性の道」に登録された場所では、その場所の生
物多様性（生き物や自然のようす）、生態系サービス（自然と
のふれあい、自然から受けている恵み）、保全活動（地域の人
による生き物や自然を守るための活動）について調べました。
　生態系サービスで調べた項目は、食べ物、水、薬、材料、産

業、遊び・仕事、子どもの遊び場、技術・知恵、行事・祭り、神
様・神事です。市民による全国規模のこのような調査はこれま
でに例がありません。市民が五感でとらえた各地の生物多様
性を現す貴重なデータとして、今後生物多様性保全を進める
上で活用が期待されます。　

  生物多様性の道プロジェクト：生態系サービスモニタリングの概要

「生物多様性の道」でゆるやかに全国をモニタリング

　生物多様性の道プロジェクト「生態系サービスモニタリン
グ」は、いつまでも大切に残していきたい地域の自然とそこで
の保全活動を「生物多様性の道」に登録して、日本自然保護協
会がつくるwebサイト（SISPA：http://www.sispa.info）
を通して全国の地域・団体がゆるやかなネットワークでつな

がり、各地の生物多様性と生態系サービスを見守っていこう
（モニタリングしていく）という活動です。
　2009年7月から2010年3月までに、全国で約150の場
所が「生物多様性の道」に登録されました（第一次）。

地域の人が保全の主役～地域から地球に

　地域の生物多様性と生態系サービスを住民が知り、自分た
ちの暮らしとの関係の中でとらえることは、地域住民が主体と
なって地域の生物多様性を保全していくうえで欠かせません。

　地域レベルの保全への取り組みが重なって、国レベルの保
全につながり、それが重なり地球レベルの保全に到達するの
ではないでしょうか。
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　第一次結果は、１年に満たない限られた調査期間で、

登録された場所、データとも決して多くはありませんが、

各地の特色ある生物多様性と生態系サービスの

現況の一断面が明らかになったのではないかと思います。

本冊子は、その一部をご紹介するものです。

　プロジェクトでは、この度の成果を活かし、

これからも地域の人々の思いがつまった
「生物多様性の道」が、未来に向かっていつまでも続いていくよう、

モニタリングと保全の活動に取り組んでいきます。
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その他
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